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近時鈎虫が農民の職業病1)として注目され，公衆
衛生上の重要問題として重視〈わされてきたが鈎虫の
ヒトへの感染経路を考察する時，ヅピニ鈎虫(以下
A. d.鈎虫と略す)とイヌ鈎虫(以下 A.c.鈎虫
と略す)の判然たる鑑別の必要性が痛感される。特
に農村に於ける鈎虫のヒトへの感染経路を考察する
時，その士壌中の鈎虫仔虫の分布状態の如何は実際
問題として重要な課題であるが， この場合 A.d. 
鈎虫仔虫の証明には A.c.鈎虫仔虫との正確な鑑
別が必要となってくる。 A.d.鈎虫は生物学的には
ヒトへの経皮感染K於いて， アメリカ鈎虫(以下 
N. a.鈎虫と略す)に比してその感染の成立の割合
が少い(3)(4)(5)(めとされているが，現在の農村の農耕
状態からは本邦に於いては経口感染の機会よりも経
皮感染の機会が極めて多いと思われ，従って上記の
A. d.鈎虫仔虫と A.c.鈎虫仔虫の鑑別を試みた
報告は少くない。
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松崎(7)(8)(9)は尾部lと於いて A.d.鈎虫仔虫は固
有，被鞘尾端は尖りて徐々に細く， A. c.鈎虫よりも
長く， A. c.鈎虫仔虫は固有，被鞘尾端尖れども短 
く，体形において A.d.鈎虫仔虫が A.c.鈎虫仔
虫よりも長いという，三谷(10)は尾部の形状を重視し 
て A.c.鈎虫仔虫の被鞘尾部は紅門部より急に細く
なり， 短い経過の後Iζ終るが之に反して A.d.鈎
虫仔虫は長く延長し， 叉閤有尾部も A.c.鈎虫仔
虫では紅門部より細くなって終り， 先端は A.d. 
鈎虫仔虫l乙比してや》尖っている乙とを認めてい
る。叉仔虫の測定値の平均値において固有尾端の長さ
及び固有尾端より被鞘尾端までの距離は，共に A.
c.鈎虫仔虫の方が A.d.鈎虫のそれよりも短いと 
している。今井田(11)は両者の計測値の有意の差は虹
門から尾端までの距離に認められたと述べている。
併し乍ら ζれらの成績は何れも仔虫各部位におけ
る形態，或いは一定部位における計測値のみについ 
ての比較に過ぎず，両者の鑑別方法としてはいささ
か正確を期し難い点もある様に思われるので，著者
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は培養各時期における両仔虫の鑑別について二三の
試みを行ったので乙〉陀報告する。 
II章実験方法 
実験は次の如くに行った。 
A. 仔虫採集法
A. d.鈎虫単独寄生者の糞便及び A.c.鈎虫感
染犬の糞便を瓦培養法lとより 250C の僻卵器中に放
置し，培養日数夫々 3日， 5日， 7日， 14日の各仔 
虫について計測を行った。 
B. 仔虫計測法 
1. 不動化の方法 
銅線の先を曲げたものに電流を通じて熱し仔虫を
検鏡しつ〉載物台の裏側より採光穴を通して載物ガ
ラスに銅線の先端を近接させて仔虫がか動なくなる
まで力日現iした。 
2. 計測法 
micrometerを用い， '100倍及び 400倍α倍率を
もって， 培養各時期の両仔虫夫々 15隻づつl亡つい
て，先づ生きて居り且静止せるものを計測し，次に
同一仔虫を加熱不動化した後再び計測を行った。
3.計測部位 
培養各時期の両仔虫について次に示す 5カ所の部 
位を計測した。
生きて居りなほ且静止せる仔虫について

a…・・・被鞘全長

b……固有仔虫全長
 
c……虹門より仔虫尾端までの距離
 
d.…・・仔虫尾端より被鞘尾端までの距離
e……紅門部横径
加熱不動化せる仔虫について

ゲ……被鞘全長 
  
b'......固有仔虫全長

ピ…...ijI門より仔虫尾端までの距離
表 1 各仔虫計測値の平均値と標準偏差 (単位， mm) 
治拡 3日 5 日 7 日 14日ヌ ヌ ヌ ヌ
平均値 0.704 0.650 0.720 0.671 0.714 0.673 
a 
標準偏差 0.028231 0.025120 0.013491 0.0103441 0.017992 0.026458 0.029103 0.023173 
平均値 0.699 0.650 0.722 0.679 0.712 0.668
a' 
0.020100 0.031480 0.019975 0.032573標準偏差 0.0257101 0.021331 0.022023 0.017378 
平均値 0.646 0.648 0.659 0.647
b 
標準偏差 .0.030100 0.0294281 0.024083 0.051595 0.0136011 0.029681 0.000669 0.019000 
0.650 0.624 0.668 0.652 0.656 0.639
b' 
標準偏差 0.019748 0.036097 0.029983 0.016822 0.0153951 .0.015969 0.013491 0.019698 
0.081 0.088 0.080 0.086 0.079 
C 
標準偏差 0.006782 0.0045831 0.002577 0.002975 0.004472 0.006856 0.009695 0.002865 
平均値 0.086 0.081 0.087 0.080 0.086 0.078 
c' 
標準偏差 0.007416 0.0093811 0.007000 0.007416 0.007348 0.003069 0.008602 0.005657 
平均値 0.054 0.030 0.051 0.024 0.054 0.025 
d 
標準偏差 0.006000 0.011446 0.014318 0.005830 0.0075501 0.003162 0.010724 0.004000 
0.051 0.025 0.049 0.025 0.050 0.025 0.048 0.027
d' 
標準偏差 0.001414 0.005477 0.005745 0.006325 0.004000 0.005831 0.033838 0.004796 
平均値 0.013 0.014 0.015 0.015 
e 
標準偏差 0.003742 0.004243 0.001414 0.003742 0.000800; 0.004000 0.0009591 0.001034 
ll トi11。割判。判e' 平均値 0.0131 0.0151 0.0151 0.0151 0.0121 0.0151 0.0131 0.013 標準偏差 0.0031621 0.0013081 0.0010001 0.0014631 0.0036061 0.0011361 0.0008001 0.(03742 
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表 2 各仔虫計測値の変動係数
14日3日 5日 7日 
ヌヌ ヌ ヌ市 
a 4.0101 3.44323.8646 1.8738 1.5324 4.07612.4954 3.9431 
a' 2.60152.8755 4.8431 4.7972 3.09312.7666 3.5908 3.1555 
b 2.93664.6595 4.8007 7.9622 3.92493.6270 2.0060 4.6232 
bノ 3.08263.0382 2.58015.7848 4.4885 2.2943 2.05662.4682 
C 7.8860 5.7288 3.70512.9284 3.6728 11.27335.0818 8.5700 
c' 8.6233 11.8747 7.25267.9545 9.1556 10.00238.4460 3.8363 
d 11.1111 24.2917 16.000038.1533 28.0745 19.859315.4082 11.7111 
dノ 25.3000 17.76302.7726 21.9080 11.7245 23.3240 70.49588.0000 
e 28.7846 24.9467 7.385730.3071 9.4267 6.1538 28.5714 7.3769 
e' 24.3231 28.78468.7200 9.7533 30.0500 6.15386.6667 7.5733 
d' .…一仔虫尾端より被鞘尾端までの距離 
e'……日工門部横径 
111章実験成績 
A. 各計測値の平均値と標準偏差，及び変動
係数 
A. d.鈎虫， A. c.鈎虫の 3日目， 5日目， 7日
目， 14 日目の各仔虫の a~ b，c，d，e，及び a'， 
b'，c'，d'，e'，の平均値，標準偏差は表 11[示し
Tこ。 A.d.鈎虫仔虫と A.d.鈎虫仔虫との各計測
値間lζ差がある様lζ見えるのは，各時期を通じて平
均値のみについて云へば d及び d'，c及びピの
各々の A.d.と A.c.の聞の差が大きく，之れに
次いで a及び a'， b及び b〆である様lζ思われ 
る。従ってこの点を確かめる為に各計測値の変動係
数を表 21[示した。変動係数は d及びぽ，が一般
に大きく， a とa'， b と b'は各時期を通じて一
般に小さく， cと c'はこれ等両者の中聞にあるも
のの如くである。 
B. 判別函数値による鑑別 
1. 	 b と c及び b'と c'とについてのみ
吟味した理由
著者は前述の如く加熱不動化せる仔虫と，然らぎ 
る仔虫について 5個処の計測を行った。乙の 5個の
計測値より bと c及び b'と c'のみを選択した
理由を述べよう。
生きていて且つ静止せる仔虫と加熱不動化せる仔
ては， Mahalanobisの汎距離に相当するl'bidiを
計算する， (但し X= b1 X 1 +b2 X2 +・・・+bn 
Xn とす)所謂計測量の選択過程(12)を経るべきであ
らうが，著者は次の知く行った。
今加熱不動化せる仔虫を例にとると 5個の計測値
を，量としての性質の相似のものに夫々まとめ，異
質なる群に分けると，
縦軸lζ関するもの a'，b'，c d'， 〆， 
横軸に関するもの:e'， 
に大別される。
この中でピについてその変動係数をみると， 
A. d.の3日目， 5日目， 7日目， 14日目のそれ
は夫々 24.3，6.7，30.1，6.2 (t、ずれも四捨五入)A. 
c.のそれは 8.7，9.8，7.6，28.8 (t、ずれも四捨五
入)と A.d.，A. c.の夫々の級内に於ける変動係
数の値のばらつきが不統ーであって，計測手技K混
入する誤ちが暗示されるが，乙れはその一因として
e' が目工門部横径という僅か 0.013mm内外の極め
て短い距離を計測するという事によるものと思われ
る。従って乙の様な誤差が大きくならざるを得ない
ぜは上述の理由lとより除いた。 よって縦軸に関す
るもの，即ち a'，b'，c'，d'，を種々に組合さざ
るを得なくなるが， ζの縦軸I乙関するものの中で量
の性質として相似のものの群に分けると， a'とb'，
及び c'と d'とになる o a'と Vのいずれを選択
するかについては，鈎虫仔虫は感染期仔虫になる迄
に脱鞘，し且つ検鏡時に往々被鞘の無い仔虫を散見
虫についての計測値としては前述の如く a，b，c， する事があるので a'を除いた。c'と d'のいずれ 
d，e及び a'，b'，c'，d'，e'，があって， ζの中 を選択するかについては， d'はその変動係数民極
より何をとりあげた場合に最も効果があるかについ めて大きなものがある故を以ってこれを除き，結局
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b'と c' とを組み合わせた。尚， a，b，c，d，e ~r. 表 4 正規性検討のための累積度数 
就いても同様の理由民より b と cとを組み合わせ N=60 
?こ。 b' 観察度数|累積度数|累積度数， 1lI7l，'lJ".IX:w<. IjNx100 
2. bとc及び b'と c'の正規性の検討 tinyny
守 idιτFD
TioOAU
- A
1.6--0.599 
上述の如く bと c及び V と c'とを採用する 0.600 --0.619 
乙ととなったが， b と c及び b'と c' が夫々正 0.620 __ 0.639 
15.0 
31.66 
ハ リ  
吐
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idATFO
1 4  
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要であるが，繁雑に耐えぬので A.c. 鈎虫の培養 0.700 __ i 100.00 
5日目の加熱不動化せる仔虫60隻について， b'と 
c'とを計測してその正規性を検討した。表3は各 c' |観察度数|累点数|累?FZo 
計測値を示したもので累積度数は表4の様になり， 
__ 0.069 
0.070 --0β74 
q 1iqJQUAU 
噌 ワ 臼  
規分布をするか否かを検討しておかなければなら 0.6'40 _' 0.659 66.66 
ぬ。 ζの為には A.d.と A.c.のすべての bと 0.660 '--0.679 90.00 
98.33c，及び bノとどとについての正規性の検討が必 0.680 __ 0.699 
0.075 ~0.079 つ山ワ山氏ムワ中 51.66 
88.330.080 --0.084
NOT b' Ic' NO.I b〆 三人一I i 0.085 --0.089 I U1i
0.090 __ 
98.33 
100.00 
!乙2・1れを正規確率紙上で検討してみると図ζ
10 I 0.617 
11 I 0.665 
12 I 0.630 
13 I 0.611 
14 I 0.634 
15 I 0.621 
16 I 0.648 
17 I 0.617 
18 I 0.668 
19 I 0.633 
20 I 0.723 
21 I 0.634 
22 I 0.677 
23 I 0.617 
24 I 0.678 
0.079 
0.083 
0.083 
0.085 
0.070 
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0.077 
0.081 
0.073 
0.079 
0.078 
0.079 
0.078 
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I43 I 0.649 
I44 I 0.667 
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I48 I 0.665 
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0.091 
0.083 
0.083 
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0.081 
0.083 
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0.078 
見る如く夫々略々一直線をなし， この事は b'とc'
が正規分布をすると認めても支えない事を示してい
る。以上は培養日 5目の A.c.鈎虫仔虫について
図1. b'の正規性の検討 
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図 2. c'の正規性の検討 今求める判別函数を x=えbb +Accとする。乙の
為には次の如き計算をする。表5より
表 5 仔虫の計側値と判別函数値
培養 3日(加熱不動化せざるもの〉
イヌ鈎虫仔虫 (B)ヅピニ鈎虫仔虫 (A)
b CC X 
0.646 0.084 1.663867 0.613 0.076 1.534562 

0.679 0.090 1.769279 0.590 0.072 1.463265 

0.639 0.088 1.704496 0.581 0.080 1.549635 

0.671 0.085 1.701370 0.565 0.076 1.485494 

0.657 0.085 1.687058 0.627 0.088 1.692229 

0.674 
 0.626 0.076 1.547852
。馴d17岨275
0耐 .637930
008907 
0.644 
 0.656 
0.079 1.614358
I)( 
ー ~0.OÎ1 ~O.0，9 へ 0.0品1 ~0.089 c _一+
の結果であるが， A. d.，A. c.鈎虫仔虫の他の場
合について適用しでも大きな誤ちは無いであらう。 
3. A. d. と A.c. での分散系列の一様性
両群について分散・共分散の一様性を検討する事
が望ましいが， b'とC'の分散について A.d.とA.c.
の両群間K差が認められるか否かを検討したが，
一部を除いては差は認められなかった。従って乙れ
を以って直ちに分散系列の一様性を結論づ、ける事は
正しくはないにしろ，大きな誤ちを犯すことは少い
と思われるので両群の分散系列に差はないものとし
て以下の検討を行った。 bと cについても同様で
ある。 
4. 実験例数
実験例数は或る程度以上多い事が望ましいが三好 
(12)は慢性肝疾患の鑑別法に関する研究では， 20数
例宛で行い， Mather(13)は猶々蝿の 2種族の鑑別に
於いて 11例で行っている。勿論少数例によって決
められた標本判別係数は，逐次改訂によって漸近的 
8 
 1.602793 0.620 0.080 1.589503 

9 

0.633 

0.675 
 1.765190 0.611 0.080 1.580303 

10 
 0.594 0.088 1.658494 0.581 0.078 1.525742 

1.

578258 

11 564005 
12 0.6441 0.0881.7096081 0.609 0.080 1.寸2日; 0団0 0.083 16品目 
0.653: 0.0881 1.
 0.079 1.
13 7188081 0.657 615380 
14 0.088 1.722897a 12調。師 
0.610.10.640 0.079 1.598001 

平均[0例。叫 
db= bA-bB= 0.646-0.613= 0.033 

dC=CAー CB= 0.086-0.080= 0.006 

S (b-b)2 (種族内)=0.022278
 
S (C-C)2 (種族内)=0.000429 

S ((b-b) (c-c)] (種族内)=0.000856

故に 
15 

0.022278Ab+0.000856Ac= 0.033 
0.000856Ab十0.000429Ac=0.006
乙れを解t.て

えb=1.022264
 
Ac= 1.9462.51 

従って
 
x= 1.022264b+ l1.946251cとなる。

各仔虫について計測した b及び cの値をこの判
別式に代入すると，夫々の bと C 1'[対応する Xが
求められる。 ζの値は表51ζ示した。表6K見る様 
K分散分析を行うと分散比は 10.67となり， 上記の
判別式 X= 1.022264 b + 11.946251 C Kは A.d.鈎〉，(14近づけるべきものではあるがlζ母判別係数Iζ
著者は仔虫の数は 15隻とした。 虫と A.c.鈎虫の種族差がよくあらわれている。 
5. ~U別函数値 X について種族の差は D=支A一文 B=0.112989，

i. 加熱不動化せぎる仔虫- 種族内の X の標準偏差の推定値は 〆0.003904= 
a. 培養 3日の仔虫 0.0624となり， 種族を誤って分類する事は X の種
第 3号 長井: ヅピニ鈎虫と犬鈎虫の各仔虫の鑑別について -875-
項 目|平方和|自由度|平均平方和|分散比
種族問 10.672643 
種族内 
族平均からの距りが種族平均の差の半分を越える場
合i乙起る。故に号 =0.056似は分類を誤まる原因
になり， ζの偏差は自由度 27の標準偏差の推定値 
0.056494 
^ ^"，，"，，，一一宇 0.905倍となる。 t(27)が 0.905，或0.0624 
いはそれ以上になる確率は約 35%前後となる。分
類を誤る偏差は一方向のものとなるから分類を誤る
率は約 18%となり，今 X= 1.633926より大きいも
のを AIC属し，小さいものを B11:.属すとすれば，
分類を誤る期待値は 5乃至6となるが，表5より之
れをみると 3となっている。
同様の分析を bのみについて行うと 
0.033 
-豆一÷〆 0.000795=0.587，t(28)が 0.587或いは
それ以上になる確率は 60% K近い値となり分類を
誤る確率は 30%弱となる。
叉cのみについて同様の分析を行ってみると， 
0.006-2一一÷〆 0.00001532宇0.76，t(28)が 0.76或いは
それ以上になる確率は約 45%，従って分類を誤る確
率は 22%前後となり， ζれらに比べると判別函数
表 7 仔虫の計測値と判別函数値
を使った場合がより判別精度が高まる。 
b. 培養 5日の仔虫
表 7表より
 
db= 0.664-0.648= 0.016 

dc=0.088ー 0.081= 0.007 

S (b-1))2=0.013908 

S (c -c)2= 0.000234 

S ((b-b) (c-c)J=ー 0.000183

故に 
0.013908 Ab十(-0.000183) Ac = 0.016 

-0.000183 Ab + 0.000234えc= 0.007 

これを解いて

えb=1.560083
 
Ac= 31.134594 

従って
X= 1.560083 b十31.134594cとなる。 
ζれに培養 5日目の A.d.及び A.c.鈎虫の b， 
cを夫々代入すると，表7の如き Xを得る。
項目 !下方和|自由度|平均平方和|分散比
種族同
種族内
表 81C見る如く分散分析を行うと分散比は 24.60培養 5日(加熱不動化せざるもの〉
一一ィヌ鈎虫仔虫(B) 
blcl X IblCI X 
1 0.682 0.088 3.803820 3.592051 
2 0.690 0.088 3.816301 ;割 0.076 3.342840 3 0.619 0.090 3.767804 0.078 3.495594 
4 0.687 0..089 3.842755 0.086 3.710349 
5 0.671 0.091 3.880063 0.649 0.080 3.503260 
6 0.642 0.092 3.865955 0.640 0.080 3.489220 
7 0.660 0.089 3.800632 0.611 0.088 3.693054 
8 0.687 0.088 3.811621 0.683 0.081 3.587438 
9 0.653 0.089 3.789712 0.667 0.080 3.531342 
10 0.681 0.088 3.802260 0.623 0.082 3.524967 
11 0.676 0.088 3.794460 0.674 0.080 3.542262 
12 0.627 0.082 3.531208 0.625 0.081 3.496953 
13 0.659 0.084 3.643399 0.652 0.078 3.445672 
14 0.675431| 0.0853.6979350.650 0.0803.504820 
15 0.6531 0.0881 3.7585781 0.6311 0.0811 3.506314 
平均I0叫 o吋3.7737661 0叫 o叫3.531075
となり， X= 1.560083 b + 31.134594 c Ir.は A.d. 
鈎虫と A.c.鈎虫の種族差がよくあらわれている 0 
3=om45， 乙の偏差は自由度の時準偏差 
0.121345の推定値の一一 = 1.28倍となる。
0.0948 
t(27)が1.28或いはそれ以上になる確率は約 20-
25%程度， よって分類を誤る確率は 10-12%前後
となる。
今 X= 3.65242より大きいものを A.d.鈎虫に
属し，小さいものを A.c.鈎虫に属すとすれば，期
待値は 3乃至4であるに対し，表7より乙れをみる
と4となっている。
同様の分析を bのみについて行うと分類を誤る
確率は 70%の半分，即ち 35%となり，叉 cのみに
ついて行うと分類を誤る確率は約 13%前後となる。 
c. 培養 7日の仔虫

判別式は
 
X = 3.773183 b +25.036895 cとなる。
これに培養 7日目の A.d.及び A.c.鈎虫の b，
-876ー 千葉医学会雑誌 第 36巻
表 9 仔虫の計測値と判別函数値 表 11 仔虫の計測値と判別函数値
培養 7日(加熱不動化せざるもの) 培養 14日(加熱不動せ化ざるもの〉
イヌ鈎虫仔虫 (B)ヅビニ鈎虫仔虫 (A)
b C Xb C X 
1 0.679 0.086 4.715163 0.672 0.080 4.538529 

2 0.687 0.088 4.795422 0.673 0.084 4.642451 

3 0.674 0.090 4.796445 0.648 0.080 4.447973 

4 0.714 0.088 4.897298 0.646 0.079 4.415390 

5 0.673 0.088 4.742598 0.632 0.072 4.187307 

6 0.669 0.083 4.602321 0.661 0.083 4.572135 

7 
0.663 0.086 4.654792 0.663 0.083 4.579682 

8 
0.679 0.091 4.840348 0.627 0.080 4.368736 

9 
0.669 0.084 4.627358 0.642 0.080 4.425334 

10 
 0.673 0.089 4.767635 0.631 0.077 4.308718 

11 
 0.694 0.088 4.821835 0.639 0.080 4.414014 

12 
 0.664 0.092 4.808787 0.632 0.080 4.387602 

13 
 0 69 0 0O口田棚|4 8 E6 742 0 6 27 0 08 8 4.606763
8

14 
 0側 4m63331omoo774.240801 

15 
 0;6741 0.0881 4.7463711 0.6201 0.080 4.342324 

一虫同~A) i イヌ鈎虫ー〉 
-b[CI X blC¥ X 
0.903145
1 0.631 0.072 0.808838 

2 0.671 0.089 1.006612 0.6611 0.078 0.877650 

0.078 0.879459
3 0.645 0.088 0.996453 0.632 

0.073 0.821367
4 0.634 0.080 0.902895 0.619 

5 0.709 0.093 1.051363 0.654 0.078 0.878087 

6 0.680 0.086 0.970709 0.665 0.084 0.948084 

7 0.660 0.084 0.948396 0.646 0.079 0.890366 

8 0.684 0.087 0.982240 0.658 0.084 0.948520 

9 0.673 0.088 0.994707 0.658 0.076 0.854276 

10 0.651 0.094 1.066762 0.624 0.080 0.903519 

0.621 0.081 0.915486
11 0.656 0.084 0.948645 

12 0.6511 0.0841 0.9489571 0.6501 O.α0E78 引回
馴8 0 8抽 116
 
13 0.6911 0.0881 0.9935841 0.6541 0.0761 0.844526 

14 0.6371 O.抽 41C676339α日 0.6881 0.0801 0.8田527
 
15 0.6121 0.0841 0.9513901 0.6451 0.0781 0.878648 

281 

平均10.6781 0.088) 4.7626291 0叫 00844側 50

表 10
 
種族問 34.033416 
種族内
計

cを夫々代入すると，表9の如き Xを得る。表 10

となり34.03見る如く分散分析を行うと分散比は1ζ 
X=3.773183 b+25.036895 c rc.は種族の差がよく
あらわれてUる。 
3=0日開従って自由度m 標準偏差の推定 
0.165387
値の
0.11 
宇1.50倍となる。 t(27)が1.50或い 
はそれ以上になる確率は約 15%，よって分類を誤る 
確率は 7乃至 8%となる。 乙の場合の判別点は
4.597239である。同様の分析を bのみについて行
うと分類を誤る確率は 15%内外，叉 cのみについ
て行うと分類を誤る確率は 10%前後となる。 
d. 培養 14日の仔虫 
判別式は X= -0.062374 b+11.780499 cとな
る。これに培養 14日目の A.d.及び A.c.鈎虫の
b，cを夫々代入すると，表11の如き Xを得る。表
12!c見る如く分散分析を行うと分散比は 8.274とな
り， 
瓦(……叫んム「…而山88851

1叶平方和|自由度恒竺和|分散比 
zti:;:zlJ|:;:2liア
 
792) 29 

X= -0.062374 b+11.780499 c VCは種族の差が
よくあらわれている。
3=0問問従って自由度山標準偏差の推定 
0.043547 
値の一江面否._=0.791よって分類を誤る確率は凡

そ23%前後となるが，この場合の判別点は 0.932398

である。
同様の分析を bのみについて行うと分類を誤る
確率は 40%， cのみについて行うと凡そ 23%前後 
となり， 判別函数を用いても cのみで鑑別を行つ
ても余り差はない。
i. 加熱不動化せる仔虫 
a. 培養 3日の仔虫
判別式は X= 0.001679 b~ +20.112839 c'となる。
これに培養 3日目の A.d.及び A.c.鈎虫の b'，ピ 
を夫々代入すると，表13の如き Xを得る。表14!C 
見る如く分散分析を行うと分散比は 14.26となり
X = 0.001679 b' +20.112839ピには種族差がよく
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表 13 仔虫の計測値と判別函数値
培養 3日(加熱不動化せるもの)
表 15 仔虫の計測値と判別函数値
培養 5日(加熱不動化せるもの)
ヅビニ鈎虫仔虫(A) イヌ鈎虫仔虫 (B) ヅビニ鈎虫仔虫 (A) イヌ鈎虫仔虫 (B) 
X X X X 
1 0.643 0.084 1.690558 0.606 0.076 1.529593 1 0.675 0.088 3.0508201， 0.690 0.080 2.853364 
2 0.673 0.089 1.791173 0.612 0.072 1.449152 2 0.678 0.088 3.053959 0.625 0.079 2.758718 
3 0.630 0.088 1.770988 0.614 0.080 1.610058 3 0.647 0.090 3.074814 0.684 0.078 2.793800 
平均I0叫o 736判。叫 叫 598006 平刊吋均;L 叫 必仰幻州0.652/ 0叫 1叫 o egl0吋OωO 0493 2叫 
表 14 分散分析表 表 16 分散分析表
項 目|平方和|自由度[平均平方和|分散比 項目「平方和|自由度|平均平方利分散比
種族問 I 0.148755! ‘2 種族問 

種族内 l0.1408341 27 
 種族内
計 29計 I 0.289叫 29
現われている。 前後となる。 
号=0.068113徒って分類を誤る確率は約附前 c. 培養7日の仔虫 
後となりこの場合の判利点は1.667119である。 判別式は X= 1.868289 b' + 23.942880ピとなる。
同様の分析を b'のみについて行う凡そ 25%前 これに培養7日目の A.d.及び A.c. (E{iJ虫の V，cr
後， c'のみについて行うと凡そ 16乃至 17%前後 を夫々代入すると表17の如き Xを得る。表18K 
となる。 見る如く分散分析を行うと分散比は 21.5となって 
b. 培養5日の仔虫 X = 1.868289 b' + 23.942880 ピには種族差がよく
判別式は X = 1.046192b' +26.643654ピとなる。 現われている。 
乙れに培養5日目の A.d.及び A.c.鈎虫の b勺c' 3=0112似従って分類を誤る確率は約開前
を夫々代入すると表15の如き Xを得る。表16 ~ζ 後， 乙の場合の判別点は 3.229810である。
見る如く分散分析を行うと分散比は 20.58となり 同様の分析を b'のみについて行うと分類を誤る 
X = 1.046192 b' + 26.64，3653ピには種族差がよく 確率は 22%前後， 叉ピのみについて行うと凡そ
現われている。 12%前後となる。 
3=0附 51従って分類を誤る確率は約 12%， d 培養 14日の仔虫
乙の場合の判別点は 2.944862である。 判別式は X= 0.580444 b'十 6.097958c'となる。
同様の分析を b〆のみについて行うと分類を誤る 之れに培養 14日目の A.d.及び A.c.鈎虫の b勺
確率は約35%前後，叉 cノのみについて行うと 13% ピを夫々代入すると表19の如き Xを得る。表20 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
0.669 0.080 1.610150 0.615 0.076 1.529608 4 0.693 0.088 3.069652 0.664 0.085 2.959381 
0.636 0.084 1.691546 0.627 0.084 1.690531 5 0.680 0.094 3.215913 0.645 0.087 2.992790 
0.671 0.088 1.771156 0.657 0.079 1.590017 6 0.644 0.088 3.018388 0.660 0.080 2.821978 
0.654 0.085 1.710689 0.652 0.080 1.610122 7 
0.658 0.088 1.771035 0.615 0.080 1.610060 8 
0.683 0.088 1.771077 0.613 0.080 1.610056 9 
0.611 0.088 1.770956 0.597 0.074 1.489352 10 
0.646 0.086 1.730789 0.599 0.077 1.549694 11 
0.639 0.088 1.771003 0.610 0.088 1.770954 12 
0.660 0.087 1.750925 0.641 0.080 1.610103 13 
0.645 0.085 1.710674 0.650 0.088 1.771021 14 
0.6271 0州1.7307571 0側 0.07711ωm 15 
0.649 0.085 2.943688 0.623 0.084 2.889843 
0.664 0.088 3.039312 0.676 0.080 2.838717 
094 。昏 0.678 3.213821 0.687 0.080 2.850225 
0.689 0.089 3.092111 0.625 0.083 2.865293 
0.681 0.088 3.057097 0.672 0.079 2.807889 
0.636 0.080 2.796870 0.628 0.085 2.821718 
0.692 0.087 3.041961 0.644 0.078 2.751952 
0.667 0.088 3.042451 0.624 0.07E2.331028 
0.654 0.088 3.028850 0.629 0.083 2.869477 
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表 17 仔虫の計誤Ij値と判別函数値
培養 7日(加熱不動化せるもの)
ヅビニ鈎虫仔虫向!イヌ鈎虫仔虫例
川川正-Ihlピ¥ x 
1 0.673 000田8甜:3.3164461 0.653 
0.666 0.0881 3.3512541 0.678 2 
3 0.663 0.088 3.345649 
4 0.713 0.088 3.439063 
5 0.679 0.088 3.375542 
6 0.671 0.083 3.240881 
7 0.649 0.088 3.319493 
8 0.683 0.090 3.430901 
9 0.661 0.085 3.270084 
10 0.661 0.08513270脳 
11 0.671 0.0861 3.312710 
12 0.663 0.088 3.345649 
13 0.687 0.092 3.486259 
14 0.660 0.086 3.292158 
15 0.660 0.088 3.340044 
0.647 
0.659 
0.629 
0.664 
0.672 
0.633 
0.648 
0.634 
0.646 
0.633 
0.643 
0.625 
0.636 
0.078 3.087537 
0.084 3.277902 
0.080 3.124213 
0.080 3.146633 
0.074 2.946927 
0.077 3.084146 
0.082 3.218806 
0.080 3.098057 
0.080 3.126082 
0.076 3.004154 
0.083 3.194174 
0.077 3.026229 
0.084 3.212512 
0.078 3.035225 
0.083 3.175491 
平均10叫 0.08713.3424141 0臼71 0叫3.117206
項 目|平方和|自由度l 分散比平均平方和l

種族問
 21.509659 
種族内 
計 29 
に見る如く分散分析を行うと分散比は 5.94となっ
て
X=0.580444b'+6.097958cl R.は種族差がよく
現われている。
ト 0.029596 従って分類を誤る確率は仰前
後， 乙の場合の判別点は 0.876218である。
同様の分析を b'のみについて行うと分類を誤る
確率は約 34%前後，叉 cノのみについて行うと 28%
前後となる。 
IV章者 察 
A. c.鈎虫仔虫と A.d.鈎虫仔虫との鑑別につ
いて三谷(10)は， 250Cの僻卵器中lζ1週間放置，発
育している仔虫をとり出して，先ず熱処理によって
仔虫を殺し，そのま》形態を観察し次いで大いさを
測定して鑑別を試みている。
そして第一印象として A.d.鈎虫仔虫・ A.c.鈎
表 19 仔虫の計測値と判別函数値
培養 14日(加熱不動化せるもの)
ヅビニ鈎虫仔虫 (A) イヌ鈎虫仔虫 (B) 
X X 
1 0.636 0.072 0.808215 0.628 0.077 0.834062 
2 0.653 0.092 0.940042 0.645 0.071 0.807341 
3 0.657 0.088 0.917972 0.624 0.084 0.874425 
4 0.630 0.083 0.871810 0.612 0.076 0.818677 
5 0.701 0.093 0.974001 0.645 0.074 0.825635 
6 0.653 0.082 0.879062 0.645 0.075 0.831733 
7 0.656 0.084 0.893000 0.637 0.076 0.833188 
8 0.697 0.085 0.922896 0.642 0.076 0.836090 
9 0.668 0.088 0.924357 0.638 0.077 0.839866 
10 0.650 0.090 0.926105 0.648 0.084 0.888356 
11 0.664 0.086 0.909839 0.620 0.085 0.878202 
12 0.672 0.088 0.926679 0.637 0.071 0.802698 
13 0.656 0.093 0.947881 0.644 0.072 0.812859 
14 0.647 0.096 0.960951 0.672 0.090 0.938875 
15 0.595 0.072 0.784417 0.650 0.082 0.877321 
平均10問。向。側15lo例 0.07810附辺
表 20 分散分析表
項 日 l平方和[自由度l平均平方和l分散比
種族問 5.939227 
種族内
計 I0ω叫 29 I 
虫仔虫は共K細長い円柱状で， 1個体を一寸見ただ
けでは殆んど差が認められないが， A. c.鈎虫行虫 
は全体短く，特K尾部に於て著しいとして被鞘、全長
は A.d.鈎虫仔虫の平均値は 0.768mm，A. c.鈎
虫仔虫の平均値は 0.689mmであったと報じてい
る。著者は乙の点lζ関して生きていて且つ静止して
いる仔虫と，熱処理によって不動化した仔虫との聞
に差があるか否かを検討したが， A. d.鈎虫仔虫iζ
於いては 3日培養の仔虫の被鞘全長についてみる
と，生きていて且つ静止している仔虫の被鞘全長 
(a)の平均値は 0.704mm，熱処理Kよって不動化
したものの被鞘全長 (aノ)の平均値は 0.699mm， 
5日培養の a，al は平均値が夫々 0.720mm，0.722 
mm，7日培養の a，a l の平均値は夫々 0.721mm， 
0.716mm，14日培養の a，正の平均値は 0.714mm， 
0.712mmで両者の聞に著差があるとも思えず，叉 
A. c.鈎虫仔虫l乙於ける両者の関係を見ると 3日i音
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養の a，a'の平均値が夫々 0.650mm，0.650mm， 
5日培養の a， a'のそれは夫々 0.675mm， 0.679 
mm，7日培養の a，a'のそれは 0.671mm，0.676 
mm，14日培養の a，a'のそれは 0.673mm，0.668 
mmでこれも aとa'の聞に著差があるとも見え
ず，従って乙の点のみについて考えるならば仔虫を
熱処理によって不動化しでも，叉不動化しなくて
もさして影響はないものの如くである。 ζの事は
A. d.，A. c.の各培養日毎の a，a'の変動係数が
大きくないことからもうなづける。上述の理由によ
り仔虫を熱処理しでもしなくても良い事から，熱処
理によって不動化した場合 (a')についてのみ考え
るに， 3日培養の A.，d.鈎虫仔虫と A.c.鈎虫仔虫
のがの平均値は夫々 0.699mmと0.650mm， 
5日培養の a'は夫々 0.722mmと0.679mm，
7日培養の a，は夫々 0.716mmと0.676mm，
14日培養のがは夫々 0.712mmと0;668mm， 
A. d.鈎虫仔虫と A.c，鈎虫仔虫の a'の変動係 
数についてみると 3日培養の a'は夫々 2.8755と
4.8431， 5日培養のゲは 2.7666と 4.7972， 7日
培養のがは 3.5908と3.1555， 14日培養のゲは
3.093.1と 2.6015で，乙れらの値は小さいと云える。
従って被鞘全長についても A.d.鈎虫と A.c.鈎虫
の鑑別が或る程度可能となるが，前述せる如く仔虫
は脱皮を行い，且つ検鏡時に被鞘の無い仔虫を往々
見る乙とがあるから，被鞘全長による鑑別がすべて
の場合l乙可能とは云い難い。よって著者はこの被鞘
全長による鑑別はこれを除いた。
固有仔虫全長については三谷(10)は， A. d.鈎虫仔
虫では平均 O.τ21mm， A. c.鈎虫仔虫では平均
0.659mm，であったと報じている。著者は固有仔
虫全長が熱処理によって変化するか否かをまず検討 
した。 A.d.鈎虫仔虫K於いては 3日培養の仔虫の
固有仔虫全長についてみると，生きていて且つ静止
している仔虫の固有仔虫全長 (b)の平均値は 0.646
mm，熱処理によって不動化したものの固有仔虫全
長 (b')の平均値は 0.650mm， 5日培養の b，b' 
は0.664mmと0.668mm，7日培養の b，b'は 
0.678mmと0.671mm，14日培養の b，b'は 
0.659mmと0.656mm，叉 A.c.鈎虫仔虫に於け
る両者の関係を見る'e3日培養の b， b〆の平均値
は夫々 0.613mmと0.624mm，5日培養の b， b' 
は0.648mmと0.652mm， 7日培養の b， q'は 
0.642mmと0.647mm， 14日培養の b， b'は 
0.647mmと0.639mm且つ A.d.， A. c.の各培
養日毎の b，b'の変動係数が大きくないととから， 
bと b'の聞に著差があるとは思えず，仔虫を熱処 
理で不動化しでもしなくても固有仔虫の全長にはさ 
して影響ーがない訳である。 
乙の固有仔虫の全長のみで両者を判然と鑑別し得
るか否かについては，実験成績の項に於いて述べた
如く両者の平均値の中間点を以って鑑別した場合，
その精度は余りよくない乙とを述べた。 
次に三谷(10)は尾部の形状を重視し， A. c.鈎虫仔
虫の被鞘尾部は紅門部より急K細くなり，短い経過
の後に終る， ζれに反して A.d.鈎虫仔虫は長く延
長していると述べている。著者は前述せる如き理由
で被鞘に関するものはこれを一応除外した。
紅門より仔虫尾端lζ至る迄の距離に関して三谷10)
は A.d. ~J虫仔虫にあっては 0.087 mm，A. c.鈎 
虫仔虫l乙あっては 0.076mm， 今井田 11)は培養日数 
7日の A.d.鈎虫仔虫では 0.0906mm，培養日数 
6日の A.c.鈎虫仔虫では 0.06643mmであった
としている。 ζの点に関して著者はまず匹門より仔 
虫尾端に至る迄の距離が，熱処理によって変化する
か否かについて検討した。 A.d.鈎虫仔虫の 3日培 
養の仔虫の}正門より仔虫尾端に至る迄の距離を，生
きていて且つ静止している仔虫についてみると，そ
の平均は 0.086mm，熱処理によって不動化した仔
虫は同じく 0.086mm， 5日培養の c， c'は夫々 
0.088mm， 0.088mm， 7日培養の c， c'は夫々 
0.088mm，0.087mm， 14日培養の c，c'は夫々 
0.086mm，0.086mm，叉 A.c.については 3日培
養の c， c'は0.080mm， 0.079 mm， 5日培養の 
c，c'は0.081mm，0.081mm， 7日培養の c，c' 
は 0.080mm， 0.080mm， 14日培養の c， c'は
0.079mm， 0.078 mm， 且つ A.d.，A. c.の夫々
の変動係数は余り大きくはない故，熱処理しでもし
なくても匹門より仔虫尾均乙至る迄の距離日して
変化はないと考えられる。 
乙の c，c'で以って A.d.鈎虫仔虫と A.c.鈎
虫仔虫とを鑑別する場合の分類を誤り得る確率lζつ
いては，実験成績の項で述べたが， b， b'で以っ
て両仔虫を鑑別する場合に比して鑑別の精度は高ま
る。
更に bとc，b'とc'とを用いての判別函数法に
よる両仔虫の鑑別を行った場合に起り得る，.分類を
誤まる確率についても実験成績の項K於いて述べた
が， b或いは bノのみを使って鑑別を行う場合作比
してその精度は良いと云えるが， c及びピを以つ
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て両仔虫を鑑別した場合に比して，二三の場合を除
いてはその精度が高まるとは思えない。即ち松崎〈わ
の述べた如く， fA. d.鈎虫仔虫は固有尾端は尖り
て，徐々に細く A.c.鈎虫仔虫より長いJという点
を鑑別点比すれば大きな誤りはないと思われるが，
上述の如く判別函数法を以って鑑別を行うと二三の
場合にはその精度が僅かではあるが高まる。しかし
乍ら計測値を以って両仔虫を鑑別しようとする試み
は判別函数法をも含めて，虫卵より僻化して仔虫に
まで達した日数が不明の場合は，その効力が半減す
る場合が多い。実際に畑等から採取した鈎虫仔虫が
僻化より何日目であるかが判然とせぬ場合は，種々
の計測値をあてはめる誤まりの原因となり易く，仔
虫の形態の変化よりその日数の凡その推測が可能で
あるにせよ，両仔虫の種々の計測値を一時点のみに
ついて考慮する事は正確を期し難い。従ってこの点
に関しては両種鈎虫聞の各計測値の関係が，培養日
数の如何に拘わらず或る一定の関係を有するものが
適当と思われる。 c及び c'についてこれを見る
と， c K関しては培養日数の如何K拘わらずその‘
平均値が A.d.では 0.086-0.088rnrn，A. c.では 
0.079-0.081 rnrn，どに関しては培養日数の如何に
拘わらずその平均値が A.d.では 0.086-0.088rnrn， 
A. c.では 0.078-0.081rnrnで両種鈎虫聞の差は比
較的判然としている。 
V章結 論 
A.d.鈎虫仔虫と A.c.鈎虫仔虫の各仔虫につい
ての鑑別を試み，次の如き結果を得た。 
(1) 両鈎虫仔虫を固有仔虫全長で鑑別するとき
は，分類を誤る確率は小きくない。
従って余り効果的ではない。 
(2) 虹門より仔虫尾端に至る迄の距離で両行虫
を鑑別するときは，分類を誤まる確率は比較的
小さく，従って効果的である。 
(3) 	 固有仔虫の全長と，虹門より仔虫尾端迄の
距離とを用いて，判別函数法Kよって両仔虫を
鑑別すると，目工門より仔虫尾端迄の距離のみを
用いた場合比比して判別函数を用いた場合が，
僅かではあるが効果的である。
稿を終るに臨み，御懇篤なる御指導と御校闘
を賜わった恩師柳沢利喜雄教授に深謝し，御教
示をいただいた水野哲夫助教授に感謝します。
本論文の要旨は昭和 33年 5月，第 27回日本
寄生虫学会総会に於いて発表した。
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